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1 はじめに

近年、肥育豚ふん尿中の窒素含量を低減する方法と

して、アミノ酸を添加した低タンパク質飼料（以下低

CP飼料）の給与技術が開発されている。ふん尿の窒

素含量が少なくなれば、アンモニア等の窒素系臭気物

質の発生が抑制され、豚舎や堆肥化施設の悪臭防止対

策として期待できる。

これまで、低CP飼料給与がふん尿混合物や豚舎か

ら発生するアンモニアや硫黄化合物の低減に有効であ

ることが報告されているが、主な臭気発生源である堆

肥化処理時の臭気低減効果については言及されていな

い。

そこで、肥育豚に標準飼料と低CP飼料を給与して

得たふん尿混合物の堆肥化処理過程における発酵状況

と臭気発生状況を調査し、低CP飼料の給与が臭気低

減対策として有効であるかを検討した。

2 低CP飼料給与肥育豚排せつ物の堆
肥化試験

１）試験方法

体重約60kgの去勢雄豚２頭にCP15.0％飼料を、同

２頭にCP13.9％飼料を給与した（表１）。給与開始5

日後、排せつふん尿を２日間分離採取し、それぞれ

を十分に混合した。ふん、尿、モミガラを重量比5：

1：4で混合し、混合物2,500gを小型堆肥化装置（富

士平工業製）に充填して堆肥化した。1週間後に取り

出して撹拌し、再度充填してさらに１週間堆肥化し

た。

小型堆肥化装置の排ガス中のアンモニアを硫酸で

捕集し、２週間のアンモニア総量を測定した。途中、

24時間毎に排ガスを三方コックから10Lずつテドラー

バッグに分取し、ガラス検知管でアンモニア濃度を、

ガスクロマトグラフで硫黄化合物を測定した。また、

固形物から発生する低級脂肪酸量を調査するために、

充填時と取り出し時の固形物を２gずつバイアル瓶に

充填し、ヘッドスペースGC法により測定した。

２）試験結果

低CP飼料区の排せつ窒素量は、ふん、尿ともに標

準飼料区より少なかった（表２）。これらを水分調整

し、堆肥化すると開始直後より装置内部に充填した

固形物の品温は順調に上昇し、両区とも36～40時間

後には最高品温が65℃以上に達した。両区の品温推

移に違いは認めらなかった（図１）。

試験開始時、取り出し時の固形物の全窒素含量お

よびアンモニア態窒素含量はいずれも低CP区がわず

かに低い程度であったが、24時間毎に測定した排ガ

ス中のアンモニアガス濃度は、低CP区が標準飼料区

より明らかに低く推移した（表３、図２）。特にアン

モニアが高濃度となる試験開始から4日目までは半減

した。低CP飼料給与により固形物中の窒素含量の減

少はわずかであっても堆肥化過程で余剰の窒素とし

て揮散するアンモニアは激減するといえる。

本試験で２週間に発生したアンモニアガス量をも

とに大気中に放出されるアンモニア量を試算すると、

標準飼料区が豚１頭当たり1.28L／日であるのに対し、

低CP区では0.52L／日となる。従って、1,000頭規模

の肥育豚経営の場合、CP水準を15.0％から13.9％に

下げることで、ふん尿の堆肥化過程で大気中に放

出されるアンモニア量を年間172kg低減させるこ

とができる。また、２週後の固形物中の窒素量は標

準飼料区20.44g／頭／日に対し、低CP区が19.06g／

頭／日であり、1,000頭規模では年間で504kgが減少

する。CP水準を１ポイント下げた場合にこのような

減少量を示すことから、給与する飼料を産肉性を維

持できる下限水準のCP12～13％まで下げることで、

低タンパク質飼料給与による豚ふん尿堆肥化過程での臭気抑制効果
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図１　豚ふん尿混合物の堆肥化過程における品温推移
　　     注）混合量：ふん1,250g、尿250g、モミガラ1,000g
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さらに窒素排せつ量やアンモニア発生量の低減が可能

と考える。

4 硫黄化合物および低級脂肪酸の抑制効果

排ガス中の硫黄化合物濃度の推移を図３に示した。

両区とも試験開始１日後の濃度が最も高く、これを

ピークに両区とも急激に減少した。低CP飼料給与に

より、ふん尿から発生する硫黄化合物量が減少すると

いう報告があるが、今回の試験では、堆肥化過程での

同様の効果は得られなかった。硫黄化合物の低減効果

を検討するためにはCP水準を大きく下げた条件での

試験が必要である。

試験開始時の固形物からの低級脂肪酸は低CP飼料

区が少なく、低CP飼料の給与が堆肥化開始直後の低

級脂肪酸発生を抑制すると期待できる（図４）。

5 おわりに

北部九州の各飼料会社が販売する低CP飼料の量は、

全販売量の25％前後に留まっている（18年度４～９

月期・指定配合を除く）。この理由として、養豚経営

者は①厚脂になりやすく、その場合格付けが下がる、

②出荷体重に至る日齢が200日以上となり、年２回の
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図２　堆肥化過程における排ガス中のアンモニア濃度
　　　   注）混合量：ふん1,250g、モミガラ1,000g
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図３　堆肥化過程における排ガス中の硫黄化合物濃度
　　　   注）１．硫化水素、メチルメルカプタン、硫化メチル、二硫化メチルの総量
　　　   注）２．混合量：ふん1,250g、尿250g、モミガラ1,000g
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出荷体制が維持できない、③免疫が低下し、疾病が発

生しやすい、と考えているとの飼料会社の指摘がある。

しかし、これまで多くの低CP飼料の給与試験におい

て、CPの水準を15～16％から12～13％に下げても

産肉成績が変わらないこと、それに伴って飼料コスト

が下がり、窒素排出量が抑制できることが明らかにさ

れている。すでに企業的養豚経営では生産コスト抑制

のために低CP飼料を利用している。これらの試験結

果や実態から、中小規模農家の経営でも飼料の低CP

化は十分可能である。今回、室内規模の試験によって

低CP飼料給与は豚舎内臭気だけでなく、堆肥化処理

時の臭気対策として有効であることが明らかになっ

た。今後、農家での実用規模試験によって今回の結果

を実証し、混住化によって地域との調和を求められて

いる中小規模の養豚経営において、臭気対策の面から

も低CP飼料の利用をPRする必要がある。
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図４　豚ふん尿混合物から発生する低級脂肪酸量
　　     注）混合量：ふん1,250g、尿250g、モミガラ1,000g




